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 本稿では、日本、英国、米国の株価指数先物の同時点取引における連動性を検証した。1

分毎の高頻度データを用いて、2012年〜2020年の長期間における各国ボラティリティと相

関変化を検証することで、各国間の連動性及び依存性の変化を確認したものである。各国は

1分単位でも強い連動性を示すが、その強弱と各国間の依存関係は、観測時期によって変化

が認められ、各国イントラデイにおいても時間毎に一定のパーターンを持つことが確認さ

れた。 

本分析の貢献は、高頻度かつ長期間のデータを用いて、コピュラ(copula)と動的条件付き

相関(Dynamic Conditional Correlation)、そして EGARCH(Exponential-GARCH)の組み

合わせをもって、確率統計的精度を高めた分析結果を提供することにある。 

 


